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現代モンゴル語の“副動詞＋bayi-”形について 
―各形式の表すアスペクト的意味を中心に― 
 
王 琳芳 
 
モンゴル語には日本語の＜～している＞形に相当する“副動詞＋bayi-”というアスペク
ト形式がある。従来の研究はほとんど“副動詞＋bayi-”形の各形式の一定の意味記述をし、
若干の用例を提示するにとどまっている。各形式間の体系的なアスペクト的意味・関係は
明確に記述されていない。本稿では、アスペクトの研究においての重要な意味をもつ動詞
分類を体系的に施した上で、“副動詞＋bayi-”の各形式の意味記述を行い、“副動詞＋bayi-”
形の全体の体系を明らかにすることを目的とした。 
 
論文全体の構成は以下のようである。第 1 章では、本稿で取り扱う方言及び文字転写に
際して、用いる転写方法について紹介した。第 2 章では、現代モンゴル語の副動詞の全体
を提示し、それらの中から本稿で問題となる副動詞語尾、すなわち、副動詞語尾の中で 
“bayi-” と迂言的な形式を構成するのは、‘-ju’, ‘-γad’, ‘-γsaγar’, ‘-n’ という 4 種類であること
を解説した。続いて第 3 章では、本稿で研究対象となる“副動詞＋bayi-”の先行記述に入
る。一部の研究ではモンゴル語のアスペクト的意味の実現に動詞の限界性が関与している
ことを主張していることと、モンゴル語の限界動詞がさらに限界Ⅰと限界Ⅱに分類されて
いることが分かる。それから問題点として各形式の表すアスペクト的意味に関する記述は
必ずしも一致していないことが分かった。考えられる原因を以下の 4 点にまとめた；①ア
スペクトの扱い方が研究者によって一致しない。②従来の研究の多くは各形式の意味記
述にとどまっている。③従来の記述が各形式のアスペクト的意味の一部である可能性
が高い。④従来の研究にはアスペクト研究に応じた体系的な動詞分類が行われてない。 
先行研究の注目点と問題点を踏まえ、第 4 章では、本稿で従う Ju・S・マスロフ(1984)
によるアスペクトの定義、アスペクト的意味の定義を示した。すなわち、本稿では Ju・S・
マスロフ(1984)に従い、アスペクト範疇を語彙範疇としてのアクツィオーンスアールト、
機能＝意味論的範疇としてのアスペクチュアリティーから区別し、文法範疇としてのアス
ペクトを規定することとした。 
第 5 章では、研究方法について記述した。従来は、言語実態に基づく研究が少なく見ら
れるために、本研究は電子コーパスを用いて例文を収集し、数量的分析を行った。そのコ
ーパスは、内モンゴル大学で構築された “100 tümen üge-tei odo üy_e-yin monggol kele 
bičig-ün deyita kömörge(100 万語(約 8.69MB)に及ぶ現代モンゴル語コーパス(発表者訳))”で
ある。 
第 6 章は考察の部分であるが、各形式の考察に入る前、現代モンゴル語の動詞のアスペ
クト的クラスを以下の図に示したように分類した。次に、文全体のアスペクト的意味の決
まり方は森山(1984)の考えに従うものとした。 
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 最後の第 7 章は結論の部分である。モンゴル語の“副動詞＋bayi-” 形を動詞分類ごと
に示すアスペクト的意味を分析してきたところ、以下のようにまとめることができた。 
 z 副詞語句との共起にTelic A とTelic Bの語彙的違いが反映されるという指摘を基に、
限界動詞を限界Ⅰと限界Ⅱに分けた結果、限界Ⅰに含まれるのは再帰・設置・二側面動
詞などであり、限界Ⅱに含まれるのは移動・生産動詞などであることが分かった。それ
から、各形式の間の相違点は限界Ⅰと限界Ⅱとの結合においてより明らかに見えてくる
ことが分かった。 
 z 表すアスペクト的意味をみると、“-ju bayi-” と“-γad bayi-” は限界Ⅱの再帰、立ち振る
舞い、設置動詞の場合に意味が中和する。“-ju bayi-” と“-γad bayi-” と“-n bayi-” は限界Ⅱ
の一部の再帰、一部の設置動詞の場合に意味が中和する。限界Ⅰの場合には、“-ju bayi-” 
は「継続」・「進行」を表し、“-γad bayi-” は「結果の状態」を表すことによって、両形式が区別さ
れるのである。“-ju bayi-” と“-γsaγar bayi-” はほとんど並行的な振る舞いを見せるが、“-ju 
bayi-” は単に動作が継続していることを表すのに対し、“-γsaγar bayi-” は動作が長い間継続
していることを表している。 
 z モンゴル語では、今まで扱われてきた様々なバリエーションの中で、少なくとも “-ju 
bayi-” , “-γad bayi-”,  “-γsaγar bayi-” という三つの「継続相」があり、それらの表す基本
的なアスペクト的意味はそれぞれ「進行」・「継続」、「結果の状態」・「反復」、「長期的進
行」・「長期的継続」である。 
 
以上のように、本稿では、現代モンゴル語のアスペクト形式 ――“副動詞＋bayi-”形
の表すアスペクト的意味をモンゴル語の動詞全体を分類した上で検討した。今までの研究
ではモンゴル語のアスペクト的意味の実現に動詞の限界性が関与していることを主張して
きたのに対し、本稿の分析結果から限界性という語彙的意味の更なる下位分類、すなわち、
限界Ⅰと限界Ⅱにより、アスペクト的意味の実現が関与されることを主張した。そして、
限界Ⅰと限界Ⅱとの結合によって、本稿の研究対象である形式の類似点・相違点を導き出
す重要な手掛かりになるということも主張した。
